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・
原
作
は
、
広
く
評
判
を
よ
ん
で
親
し
ま
れ
て
い
る
藤
田
健
次
著

「
看
護
婦
の
オ
ヤ
ジ
が
ん
ば
る
」
と
「
看
護
婦
の
オ
ヤ
ジ
泣
い
て

笑
っ
て
」
の
映
画
化
で
、
三
十
年
の
歴
史
を
誇
る
近
代
映
画
協
会

が
製
作
、
映
画
セ
ン
タ
ー
全
国
連
絡
会
議
で
配
給
さ
れ
る
。

監
督
は
日
本
映
画
監
督
協
会
新
人
奨
励
賞
受
賞
の
神
山
征
二
郎

が
、
初
の
長
篇
劇
映
画
に
取
組
み
、
そ
の
リ
リ
シ
ズ
ム
豊
か
な
行

情
性
を
存
分
に
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ャ
メ
ラ
も
神
山
監
督

と
の
名
コ
ン
ビ
南
文
憲
が
、
す
ぐ
れ
た
映
像
美
を
見
せ
る
。

-
ニ
の
映
画
は
、
単
に
看
護
婦
の
家
庭
の
み
で
な
く
広
く
共
働
き

家
庭
に
生
き
る
親
子
夫
婦
の
生
活
に
焦
点
を
あ
て
、
夫
婦
の
愛
の

四
季
を
描
き
、
泣
き
、
笑
い
の
中
に
に
じ
み
渡
る
哀
感
と
ユ
ー
モ

ア
を
ま
じ
え
た
、
愛
す
べ
き
人
間
た
ち
の
奏
で
る
壮
大
な
人
間
讃

歌
で
あ
り
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
心
あ
た
た
ま
る
全
国
民
の
共
感
を

呼
ぶ
作
品
で
あ
る
。

-
前
回
吟
が
、
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー
ズ
、

N
H
K

「
と

な
り
の
芝
生
」
シ
リ
ー
ズ
(
現
在
「
し
あ
わ
せ
の
と
な
り
」
)
な
ど

で
、
今
や
最
高
潮
の
か
い
い
味

u
を
見
せ
、
十
一
年
ぶ
り
(
「
ド
レ

イ
工
場
」
以
来
)
の
主
役
と
し
て
ハ
ッ
ス
ル
。
佐
藤
オ
リ
エ
が
呼

吸
の
あ
っ
た
奥
さ
ん
看
護
婦
と
し
て
、
働
い
て
い
る
き
び
し
さ
の

中
に
も
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
好
感
を
呼
ぶ
。
子
ど
も

役
に
、
三
好
由
里
子
、
大
熊
な
ぎ
さ
(
「
姉
さ
ん
の
子
守
唄
」
の
名

子
役
)
「
鳩
子
の
海
「
し
あ
わ
せ
の
と
な
り
」
の
藤
由
美
保
子
、

「
サ
ー
ド
」
の
吉
田
次
昭
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ビ
が
若
い
こ
れ
か

ら
の
共
働
き
夫
婦
の
生
き
方
を
真
剣
に
演
じ
る
。
他
に
、
殿
山
泰

司
、
金
子
信
雄
、
小
池
朝
雄
、
大
泉
混
、
宍
戸
錠
な
ど
ベ
テ

ラ
ン
の
異
色
キ
ャ
ス
ト
が
脇
を
固
め
、
乙
羽
信
子
が
特
別
出
演
す

守
@
。

-
七
月
二
十
三
日
、
青
森
県
八
戸
市
で
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
以
来
、

冬
ロ
ケ
(
二
月
)
迄
約
一
年
近
く
四
季
を
撮
る
長
期
撮
影
の
大
作

で
あ
る
。

八
戸
市
の
全
市
を
あ
げ
て
の
協
力
は
も
と
よ
り
、
市
民
病
院
、

地
元
三
八
地
方
労
働
組
合
会
議
傘
下
刈
組
合
他
の
全
面
協
力
を
得

て
大
衆
動
員
の
場
面
撮
影
に
も
成
功
し
た
。
原
作
者
は
も
と
よ
り
、

勤
務
先
の
職
安
関
係
、
な
ど
の
協
力
ぶ
り
も
感
激
さ
せ
た
。
東
北

屈
指
の
夏
祭
り
、
三
社
大
祭
冬
の
え
ん
ぶ
り
な
ど
も
加
わ
っ
て
、

東
北
の
名
勝
地
、
特
に
十
和
田
湖
の
四
季
の
絶
景
な
ど
、
地
方
色

豊
か
な
す
ば
ら
し
い
映
像
美
が
描
か
れ
て
い
る
。

【
物
語
】

.
「
看
護
婦
な
ん
か
や
め
て
し
ま
、
ぇ
」
「
え
、
ぇ
、
や
め
る
わ
よ
、

や
め
る
わ
よ
」
、
共
働
き
夫
婦
は
、
今
日
も
い
い
あ
っ
て
い
る
。

泰
男
は
職
安
勤
務
。
妻
啓
子
は
、
看
護
婦
で
あ
る
。
か
お
互
い

理
解
し
あ
、
え
ば
う
ま
く
い
く
。
好
き
な
絵
も
描
か
せ
て
あ
げ
る
わ

よ
」
の
啓
子
の
言
葉
が
、
ウ
ラ
メ
シ
イ
。
何
し
ろ
、
新
婚
初
日
か

ら
夜
勤
だ
っ
た
啓
子
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら
叩
年
。
子
ど
も
の
面
倒

や
ら
家
事
一
切
、
否
応
な
く
泰
男
の
分
担
だ
。
い
い
加
減
、
頭
に

も
く
る
わ
け
だ
。
だ
が
幼
な
い
娘
二
人
の
目
は
か
仲
が
良
い
く
せ

に
。
と
語
っ
て
い
る

0

・
次
女
が
熱
を
だ
し
「
母
ち
ゃ
ん
、
母
ち
ゃ
ん
」
と
ウ
ワ
ゴ
ト
を

い
う
。
啓
子
は
、
今
日
も
夜
勤
で
あ
る
。
自
分
の
子
ど
も
の
看
病

も
で
き
な
い
で
、
何
が
看
護
婦
だ
。
泰
男
は
頭
を
か
か
、
え
て
し
ま
う
。

一
方
、
あ
る
寒
い
冬
の
夜
、
啓
子
が
倒
れ
こ
む
よ
う
に
帰
宅
し

た
。
泰
男
に
、
病
気
を
お
し
て
ま
で
、
仕
事
を
た
の
み
こ
ん
で
き

た
政
吉
が
、
っ
き
っ
き
り
の
啓
子
の
献
身
的
な
看
護
に
か
か
わ
ら

ず
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。

患
者
の
生
命
が
、
妻
た
ち
の
い
の
ち
を
も
す
り
へ
〉
り
し
て
い
る
。

十
分
な
労
働
条
件
と
休
息
が
な
ぜ
な
い
の
か
。
恋
愛
中
の
若
い
看

護
婦
直
美
は
結
婚
と
同
時
に
や
め
る
つ
も
り
の
よ
う
だ
。

泰
男
は
、
意
を
決
し
て
、
そ
の
思
い
を
新
聞
に
投
書
し
た
。
な

ん
と
、
そ
の
反
響
の
大
き
い
こ
と
・
:
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